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第 6 章では，第 5 章までに理論的に展開した部品中心生産管理システムの応用と実践的活動につい
て述べ，実際の生産体において本システムを適用・実施することにより，効果をあげうることを定量
的に実証したO
第 7 章では，結論として部品中心生産管理システムの重要性を述べ，またその効果について理論的
研究と事例研究の両側面から明らかにした。
論文の審査結果の要旨
機械生産の管理は，従来製品そのものを主体に考えられてきたが，本論文は，多種少量生産に対し
てより柔軟で動態的な生産管理方式をめざして，部品中心の生産管理システムについて理論的展開と
実験を行ない，更に実際の生産工場における実証的研究を行なったもので，その研究成果を要約する
と，次の通りである。
(1) 部品中心の生産管理方式に関するシステム設計を行ない，その特質を明らかにした。そして従来
の製品中心の生産管理システムに比べて，多種少量生産の社会要求に対して，はるかに良好に対処
しうることを明らかにしたO
(2) 製品を構成する部品の標準化は，古来重要な要因であるが，その程度を最適化し，かくして部品
中心生産によるダイナミックな多種少量生産で，市場の需要に応えうることを示した。
(3) 部品中心生産における需要予測・生産計画・スケジューリング・在庫管理の解析を行ない，その
特質を明らかにした。
(4) 動態的な多種少量生産に対処しうる生産情報システムを展開し，実際の生産工場で部品中心の生
産管理を試み，この生産システムの有効性を実証した。
以上のように，本論文は，多種少量の機械生産の管理と運用に当って，新しく部品中心の生産管理
システムを提案し，最適化解析を行ない，かっ生産現場での適用可能性を実証した点で，その成果は
生産工学の分野の発展に寄与する所が大きく，博士論文として価値あるものと認める。
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